
●
業
務
内
容
／
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業
の
事
務
補
助

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
地
／
社
会
福
祉
課（
西
木
庁
舎
）

●
募
集
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能

な
方（
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
等
）

●
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
３
月
１
日
～

７
月
31
日

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
の
紹
介
状
を
社
会
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接（
２
月
25
日 

木 

実

施
）

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎（
43
）２
２
８
８

●
採
用
人
数
／
１
人

●
受
験
資
格
／
昭
和
40
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
医
師
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
度
中

に
実
施
す
る
国
家
試
験
で
取
得
見
込

み
の
方

●
勤
務
地
／
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
神

代
診
療
所（
田
沢
湖
神
代
字
野
中
清

水
２
１
６
‐
４
）

●
診
療
科
目
／
内
科（
一
般
内
科
、
消

化
器
内
科
、
循
環
器
内
科
）

●
業
務
内
容
／
外
来
診
療
、
訪
問
診
療

●
採
用
予
定
日
／
平
成
28
年
４
月
１
日

●
待
遇
／

◎
仙
北
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
に
よ
る

◎
週
休
２
日
制（
土
曜
日
、
日
曜
日
休

み
）

◎
学
会
参
加
可

●
試
験
／

◎
日
時
／
３
月
上
旬（
申
込
者
に
後
日

連
絡
）

◎
会
場
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

　
（
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
）

◎
内
容
／
口
述
試
験（
個
別
面
接
）

●
申
込
手
続
き
／
医
師
免
許
証（
写
し
）

と
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
総
務
課

職
員
係
宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

●
申
込
受
付
期
間
／
２
月
８
日 

月 

か

●
業
務
内
容
／
建
設
機
械
運
転
員
兼
建
設

作
業
員

●
募
集
人
員
／
２
人

●
募
集
要
件
／
大
型
特
殊
免
許
、
車
両
系

建
設
機
械
技
能
講
習
修
了
証
所
有
者

●
勤
務
地
／
建
設
課（
西
木
庁
舎
・
田
沢

湖
地
域
セ
ン
タ
ー
）

●
日
給
／
９
６
０
０
円

●
待
遇
／
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
通
勤

手
当
あ
り

●
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平

成
28
年
９
月
30
日（
契
約
更
新
の
可
能

性
あ
り
）

●
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
２
月
29
日 

月 

ま
で

建
設
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送

不
可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接

●
問
合
せ
／
建
設
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎（
43
）２
２
９
４

会
福
祉
課
臨
時
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

北
市
職
員
採
用
試
験

（
医
師
）の
お
知
ら
せ

設
課
臨
時
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

社

仙

建

夜
　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

２
月
29
日 

月   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）、角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
７

【
平
成
28
年
２
月
29
日
納
期
限
の
税
目
】

◎
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）・
第
８
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

　

・
第
８
期

　

口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の

で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
２
月
16
日 

火 

～
３
月
１

日 
火 

●
募
集
住
宅
／

【
菅
沢
住
宅 
４-
58（
築
36
年
）】

◎
住
所
／
角
館
町
菅
沢
42-

61

◎
規
格
／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
２
階

◎
月
額
家
賃
／
１
万
５
６
０
０
円
か
ら

　
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
駐
車
場
な
し

【
菅
沢
住
宅 

６-

78（
築
35
年
）】

◎
住
所
／
角
館
町
菅
沢
46-

１

◎
規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
３
階

◎
月
額
家
賃
／
１
万
６
３
０
０
円
か
ら

　
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
駐
車
場
な
し

※
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
の
納
付
、
連

帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す（
抽
選
日
か

ら
10
日
以
内
）。

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
た
め
、
屋
外
給

排
気
式（
Ｆ
Ｆ
式
等
）ま
た
は
電
気
ス
ト
ー

ブ
を
使
用
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条
件

に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と（
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が
15
万

　

８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
者

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
27
年
度
市
県

民
税
課
税
証
明
書　

各
１
通（
所
得
・

控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本　

１
通（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻

予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受
給

証
明
書　

１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本　

１
通

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書

類
審
査
の
う
え
、
公
開
抽
選（
申
込
人

に
よ
る
く
じ
引
き
）を
行
い
ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
３
月
８
日 

火  

14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

２
階 

農
林
研
修
室（
西
木
庁
舎
隣
）

●
入
居
時
期
／
３
月
14
日 

月 

～

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課
住
宅
公
園
係

　
（
西
木
庁
舎
）　

☎（
43
）２
２
９
５

ら
２
月
29
日 

月 

ま
で（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
）。
郵
送
の
場
合
は
、
２

月
29
日 

月 

必
着
に
限
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員
係

　

〒
０
１
４
‐
１
２
９
８

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　

☎（
43
）１
１
１
１

　

作
家
の
曽
野
綾
子
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
降
り

か
か
る
問
題
は
、
神
様
か
ら
い
た
だ
く
恩
恵
だ

と
言
う
。
確
か
に
そ
う
だ
。
改
善
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
常
に
苦
境
か
ら
生
ま
れ
る
…
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
後
日
本
が
世
界
に
冠
た
る
経

済
大
国
に
成
長
で
き
た
理
由
は
何
か
、
前
述
の

曽
野
さ
ん
は
、
そ
の
要
因
の
一
つ
に
良
質
な
電

気
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
東
日
本
大
震
災

後
は
、
仮
に
原
子
力
発
電
を
否
定
す
る
な
ら
、

原
子
力
の
代
わ
り
を
担
う
発
電
を
何
に
求
め
る

の
か
と
問
い
か
け
る
。
火
力
は
空
気
を
汚
す
、

水
力
に
は
ダ
ム
が
要
る
、
あ
れ
も
ダ
メ
、
こ
れ

も
ダ
メ
と
言
っ
て
、
果
た
し
て
電
気
の
な
い
生

活
を
許
容
で
き
る
の
か
、
経
済
活
動
が
制
限
さ

れ
て
も
、
そ
れ
を
国
民
は
良
し
と
す
る
の
か
、

覚
悟
は
あ
る
の
か
と
。

　

私
と
大
潟
村
の
髙
橋
村
長
は
、
県
内
で
２
人

だ
け
脱
原
発
の
首
長
会
に
参
加
し
て
い
る
。
市

は
東
北
電
力
の
株
を
僅
か
な
が
ら
所
有
し
て
い

て
、
株
主
総
会
へ
の
ご
案
内
も
い
た
だ
く
。
今

ま
で
出
席
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
私
は
意
見
と

し
て
「
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
、
原
子

力
発
電
が
賄
っ
て
き
た
電
力
を
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
行
程
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
重
要
」
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
声
は
な
か
な
か
拡
大
し
な
い
。

　

東
北
電
力
の
初
代
会
長
だ
っ
た
白
洲
次
郎
さ

ん
は
「
水
利
は
国
家
の
資
源
だ
」
と
語
っ
た
。

全
く
そ
の
通
り
だ
。
仙
北
市
は
秋
田
県
の
水
源

地
と
し
て
、
市
外
下
流
域
に
も
飲
料
水
や
農
業

用
水
、
工
業
用
水
を
提
供
し
、
そ
の
保
全
に
関

係
団
体
と
連
携
し
て
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
水

力
発
電
で
言
え
ば
、
現
在
も
県
や
民
間
な
ど
９

か
所
の
水
力
発
電
所
が
所
在
し
、
さ
ら
に
最
近

は
別
の
民
間
企
業
が
、
市
内
数
か
所
で
小
水
力

発
電
所
開
設
の
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
旧
来
か
ら
の
田
沢
湖
の
水
利

権
更
新
期
日
（
３
月
31
日
）
が
迫
っ
て
い
る
。

　

こ
の
手
続
き
は
、
東
北
電
力
と
国
と
県
の
３

者
で
行
わ
れ
る
。
残
念
だ
が
仙
北
市
に
は
発
言

の
場
も
、
協
議
に
出
席
す
る
権
利
も
な
い
。
し

か
し
田
沢
湖
再
生
を
考
え
る
と
、
黙
っ
て
い
ら

れ
な
い
。
今
こ
そ
関
係
者
が
集
い
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
生
命
あ
ふ
れ
る
田
沢
湖
を
取
り
戻

す
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
は
な
い
か
。
何
か
必

ず
手
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

県
と
進
め
る
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
事
業
は
、
大

学
等
の
協
力
に
よ
る
鳴
き
砂
復
活
事
業
や
湖
底

調
査
事
業
に
拡
大
し
て
い
る
。
水
利
は
国
家
の

資
源
だ
。
国
に
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め
た
い
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
水
利
は
国
家
の
資
源
』
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